
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

天体望遠鏡で星を
観察するイベント
参加者 本紙関金
通信部提供

☆★

☆★ ★鳥
取
県
は
、
美
し
い
星
空
が
見
え

る
環
境
を
県
民
の
財
産
と
す
る
鳥
取

県
星
空
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
、「
星

取
県
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
優

れ
た
星
空
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が

特
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
同
条
例

に
よ
り
２
０
１
７
年
４
月
に
関
金
全

域
が
星
空
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ

た
。倉

吉
市
関
金
町
泰
久
寺
の
大
山
池

近
く
に
同
市
関
金
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー

か
ら
大
山
池
を
眺
め
る
と
街

灯
が
池
に
映
り
、
空
に
は
満

天
の
星
空
の
中
に
天
の
川
が

見
え
る
。
絶
好
の
星
空
観
察

と
星
空
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
、

星
空
観
察
の
イ
ベ
ン
ト
が
よ
く
開
か

れ
る
。

大
山
池
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
よ
く
キ

ャ
ン
プ
を
す
る
と
い
う
６
年
生
の
玉

井
琥
桜
矢
さ
ん
は
「
明
か
り
が
な
か

っ
た
か
ら
星
が
す
ご
く
は
っ
き
り
と

奇き

麗れ
い

に
見
え
た
し
、
関
金
町
で
し
か

味
わ
え
な
い
光
景
だ
っ
た
」
と
話
し

た
。（

木
村
亜
美
、
蓑
原
穂
花
、
池
山

想
汰
）

歌窑伎役者になりきり熱演する児童ら

子
供
歌
窑
伎
に
達
成
感

子
供
歌
窑
伎
に
達
成
感

倉吉せきがね
里見まつり

「
第

回
倉
吉
せ
き
が
ね
里

見
ま
つ
り
」
（
実
施
委
員
会
主

催
）
が
昨
年
９
月
４
日
、
倉
吉

市
関
金
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で

３
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
。
同
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
「
関
金

子
供
歌
窑
伎
」
で
は
、
関
金
小

の
５
、
６
年
生
の

人
が
窑
台

に
立
っ
て
演
技
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
時
間
短
縮
を
し
て
上
演
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
児
童
ら
の

熱
演
に
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

子
供
歌
窑
伎
で
は
、
南
総
里

見
八
犬
伝
の
「
八
犬
士
」
が
関

金
の
山
守
地
区
の
堀
村
館
に
集

合
す
る
場
面
を
子
ど
も
た
ち
が

披
露
す
る
。

出
演
す
る
児
童
は
夏
休
み
の

間
に
猛
練
習
に
取
り
組
む
。
練

習
を
始
め
た
頃
に
は
、
歌
窑
伎

の
動
き
に
慣
れ
ず
苦
労
し
て
い

た
が
、
練
習
を
積
み
重
ね
る
う

ち
に
上
達
し
て
い
っ
た
。

八
犬
士
役
と
し
て
出
演
し
た

６
年
生
の
福
田
剛
大
さ
ん
は

「
祖
父
の
福
田
耕
昇
が
監
督
な

の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
先
輩
の

練
習
を
見
て
僕
も
い
つ
か
や
り

た
い
な
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か

ら
今
回
子
供
歌
窑
伎
に
出
演
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
述
べ
た
。

一
方
で
「
練
習
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
せ
り
ふ
も
覚
え
な
い
と

い
け
な
い
し
演
技
も
難
し
か
っ

た
の
で
『
こ
ん
な
の
で
き
る
わ

け
な
い
』
と
思
っ
て
い
た
が
、

練
習
を
積
み
重
ね
て
だ
ん
だ
ん

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振

り
返
り
、
「
本
番
で
は
自
分
の

練
習
を
生
か
し
て
最
高
の
演
技

が
で
き
た
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

（
福
田
剛
大
、
竺
原
椿
、
天

野
茜
、
石
賀
琉
生
）
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県
指
定
保
護
文
化
財

鳥
飼
家
住
宅

倉
吉
市
関
金
町
関
金
宿
に
あ

る
鳥
取
県
指
定
保
護
文
化
財
の

「
鳥
飼
家
住
宅
」
と
い
う
江
戸

時
代
中
期
頃
の
庄
屋
の
屋
敷
を

紹
介
す
る
。
現
在
保
存
さ
れ
て

い
る
の
は
主
屋
の
み
だ
が
、
建

築
当
時
は
米
蔵
な
ど
の
複
数
の

付
属
屋
が
あ
っ
た
。
広
い
土
間

な
ど
、
当
時
の
上
層
農
家
の
特

徴
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

１
９
７
４
年
に
同
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、

年
に
は
県
民
の

建
物
１
０
０
選
に
選
定
さ
れ

た
。

年
の
解
体
調
査
の
際
に
、

関
金
町
大
鳥
居
か
ら
現
在
地
に

移
築
さ
れ
た
。
移
築
時
に
江
戸

時
代
の
中
期
の
姿
に
復
元
さ
れ

て
お
り
、
民
家
遺
構
と
し
て
貴

重
な
建
物
だ
。

以
前
、
同
住
宅
内
を
見
学
し

た
６
年
生
の
天
野
茜
さ
ん
は

「
屋
根
が
わ
ら
で
で
き
て
い
る

が
、
雨
や
雪
を
し
の
げ
る
の
だ

な
と
思
っ
た
。
中
は
昔
な
が
ら

の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
今

は
機
械
で
や
る
も
の
も
、
昔
は

手
作
業
で
や
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

（
玉
井
琥
桜
矢
、
杉
谷
咲
和
）

鳥
飼
家
住
宅
の
外
観
を
見
学

す
る
児
童
ら
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関
金
小
で
は
４
年
生
に
な

る
と
、
「
牛
飼
い
」
と
い
う

体
験
学
習
が
あ
る
。
倉
吉
市

関
金
町
大
鳥
居
の
鳥
飼
育
子

さ
ん
の
牛
舎
で
行
わ
れ
、
牛

に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
く
牛
か

ら
命
の
重
み
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
学
習
だ
。

牛
舎
で
は
、
児
童
が
牛
に

餌
を
や
っ
た
り
体
を
洗
っ
た

り
す
る
体
験
を
通
し
て
、
牛

と
触
れ
合
う
。

本
年
度
は
児
童
が
訪
れ
て

い
る
時
に
牛
が
出
産
し
、
児

童
ら
は
奇
跡
的
に
「
命
の
誕

生
」
の
シ
ー
ン
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
た
。

４
年
生
の
蓑
山
楓
さ
ん
は

「
私
は
子
牛
が
生
ま
れ
て
く

る
時
に
、
心
が
と
て
も
温
か

い
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
、

感
動
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

ま
た
「
自
分
た
ち
が
餌
を

あ
げ
た
り
頭
を
な
で
た
り
し

て
い
る
牛
が
子
ど
も
を
生
む

と
、
ま
る
で
母
親
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
っ
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
。
餌
を
あ
げ
た

り
牛
の
散
歩
を
し
た
り
す
る

の
も
貴
重
な
体
験
だ
と
思
っ

た
」
と
話
し
た
。

こ
の
学
習
を
通
し
て
関
金

小
の
４
年
生
は
、
毎
年
命
の

重
さ
を
学
び
、
命
を
大
切
に

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
徐

々
に
芽
生
え
て
い
く
。

（
福
井
駿
、
蓑
山
歩
、
森

木
奏
）

４
年
生
・
牛
飼
い
体
験
学
習

奇
跡
的
に
出
産
立
ち
会
う

生まれたての子牛を優しくなめる母牛を見守る児童ら

【
学

校

名
】
倉
吉
市
立
関
金
小
学
校

【
所

在

地
】
倉
吉
市
関
金
町
関
金
宿
６
６
６

【
校

長

名
】
矢
田
佳
代

【
児

童

数
】
１
４
１
人

【
教
育
目
標
】
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く

と
も
に
高
め
あ
う
子
ど
も
の
育
成

【
沿

革
】
明
治
６
年

湯
関
学
校
・
大
鳥
居
学
校

・
堀
村
学
校
設
立
。

昭
和

年

矢
送
小
と
南
谷
小
が
統
合

し
、
関
金
小
が
開
校
。

平
成
５
年

現
在
地
に
移
転
。

平
成

年

山
守
小
と
統
合
し
、
現
在

の
関
金
小
が
開
校
。
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関
金
小
の
２
年
生
が
、
生

活
科
の
学
習
で
校
区
の
町
探

検
を
行
い
、
倉
吉
市
関
金
町

関
金
宿
に
あ
る
「
え
ぐ
芋
」

の
案
内
看
板
を
訪
れ
た
。
関

金
の
「
え
ぐ
芋
伝
説
」
を
紹

介
す
る
。

「
え
ぐ
芋
伝
説
」
は
、
千

百
数
十
年
ほ
ど
前
、
老
婆
が

川
で
芋
を
洗
っ
て
い
る
と
、

お
腹
を
空
か
せ
た
僧
侶
が
き

て
「
そ
の
芋
を
分
け
て
く
だ

さ
い
」
と
声
を
か
け
た
。
老

婆
は
「
こ
の
芋
は
え
ぐ
く
て

と
て
も
食
え
な
い
」
と
断
っ

た
。
僧
侶
が
去
っ
た
後
、
老

婆
が
芋
を
食
べ
て
み
る
と
、

口
が
曲
が
る
ほ
ど
「
え
ぐ
い
」

芋
に
な
っ
て
お
り
、
川
に
全

部
捨
て
た
と
い
う
話
だ
。

２
年
生
の
天
野
薫
さ
ん
は

「
関
金
に
こ
ん
な
伝
説
が
あ

っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た

と
話
し
た
。

６
年
生
の
石
岩
瑚
桃
さ
ん

は
「
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考

え
る
人
間
に
は
な
っ
て
は
い

け
な
い
、
そ
う
戒
め
た
先
人

た
ち
の
思
い
が
伝
わ
る
の
が

え
ぐ
芋
伝
説
だ
と
分
か
っ

た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
「
人
へ
の
思
い
や
り

を
大
切
に
す
る
関
金
の
人
柄

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
多
く
の
人
が
え
ぐ
芋
伝

説
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

（
山
根
寛
登

蓑
原
愛
花

石
岩
瑚
桃
）

え
ぐ
芋
伝
説
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⇒案内看板の前でえぐ芋の説明を聞く２年生

国鉄倉吉線廃線跡を散策

関
金
小
の
全
校
児
童
は
、
昨
年

月
１
日
に
あ
っ
た
学
校
行
事
の

「
関
金
未
来
ウ
オ
ー
ク
」
で
、
国

鉄
倉
吉
線
の
廃
線
跡
を
歩
い
た
。

か
つ
て
山
守
駅
か
ら
倉
吉
駅
ま
で

の
約

㌔
を
結
ん
で
い
た
倉
吉
線

は
、
１
９
８
５
年
３
月
末
で
廃
止

さ
れ
、

年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
。
今
で
も
レ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

跡
が
残
っ
て
お
り
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

廃
線
跡
は
関
金
周
辺
を
は
じ
め

倉
吉
市
内
各
所
に
遺
構
を
残
し
て

い
る
。
関
金
に
あ
る
泰
久
寺
駅
か

ら
山
守
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
付
近
ま

で
は
竹
林
の
中
に
廃
線
跡
が
あ

り
、
幻
想
的
な
風
景
が
広
が
っ
て

い
る
。

廃
線
跡
へ
町
探
検
に
行
っ
た
２

年
生
の
池
山
は
る
か
さ
ん
は
「
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
虫
が
い
た
。
自

然
の
良
さ
に
も
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
」
と
述
べ
た
。

６
年
生
の
石
原
皆
人
さ
ん
は

「
自
然
の
美
し
さ
や
生
き
生
き
と

し
た
生
き
物
た
ち
を
見
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

（
藤
井
陽
章
、
石
原
皆
人
、
森

下
紗
楽
）

廃
線
跡
を
町
探
検
す
る
２
年
生

●●● ●●●
関金の伝統芸能の一つに「関金

田植唄おどり」がある。関金田植

唄おどり伝承保存会（小椋広之会

長）が伝えている。

この唄は、鎌倉・室町時代から

あり、苗を手で植えていた時の様

子を伝える。人々は唄のリズムに

合わせて田植えをしていた。歌い

継がれてきた田植え唄に、地元の

長野富士子さんが振りを付けた。

昔は笛でリズムをとっていたそう

だ。

小椋会長は「この唄をなくして

はいけない、文化を続けていきた

い、いろいろな人に見てもらいた

いという思いで伝えている」と目

を輝かせて一生懸命語った。

６年生の竺原椿さんは田植唄お

どりについて「面白かったし、本

当の田植えに似ていて驚いた」と

話した。

これからもこの唄やおどりは、

受け継がれ伝えられていく。

（梅山瑚涼、保田清那）関金田植唄おどり 伝承保存会提供
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